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Interview

校旗

インタビュー

校の決まっていた

大栃高校に入学し

たのは、緑が豊かであると

いうことと、先生の指導が

きめ細かであるということを周りから聞いてい

たからです。実際、進路も先生が親身になって

相談に応じてくれ、進学が決まりました。２年

生のときは、後輩がいない寂しさを感じ、３年

生では、行事が多く、その中で一人何役もこな

さなければならず大変でしたが、色々なことが

経験でき、プラスになりました。大栃高校で学

生生活を送ることができ、本当に良かったです。

閉

最後の卒業生
学したときは、念

願の開校に地域の

皆さんが喜んでくれました。

校舎は仮校舎で、２年生の

ときに完成しました。思い

出深いのは、実習でさまざ

まな経験をしたことです。

１㍍の穴を堀り、ダムの流

木を埋めて肥料を作ったことを今でも覚えてい

ます。学校が無くなるということは、寂しいを

通り越して、ぽっかり穴が空いて体の一部が無

くなったような感じがしています。

入

ぽっかり空いた穴

卒業生代表追想

し、しんどさを抱

えながら頑張って

卒業した生徒が残してくれ

たことばです。「この三年

間で得たものはたくさんある。一つは知識や勉

強のこと。高校に入るまでの自分と比べて大き

く成長した。もう一つは友達と言える人と出会

えたことが何より嬉しい。この学校でよかった、

そう胸を張って言える。私を迎え入れてくれて

ありがとう」。教職員冥利に尽きます。こちら

こそ言いたい、大栃高校に来てくれてありがと

う。

少

ありがとう
成１６年４月、赴

任した私の使命は

「１学年４１名を確保せよ」

というものでした。この壁

はとてつもなく高く、越えることができません

でした。平成１８年９月「平成２０年度より募集

停止」という知らせを受け、お家断絶の沙汰を

受けた大石内蔵助の心境がよぎったことでした。

さわぐなと校庭の栃の木叫べども心短き街の秋風

　幸いなことに、地域の方々が積極的に学校運

営を後押ししてくださったことが大きな励みと

なりました。大変感謝しています。

　式典の最後には、１期生の

小松英介さんと、最後の卒業

生の吉村紗由美さんが、中沢

卓史県教育長に校旗を返納し

ました。中沢教育長は涙なが

らに「魂のこもった校旗確か

にお預かりしました」と挨拶。

卒業生からは、すすり泣きが

もれていました。

　小学校から続けていた剣道を大栃

高校でやりたいと思い入学。女子部

員は１人でしたが、３年生のときに

後輩が入り、団体戦に出場でき、良

い結果ではありませんでしたが、良

い思い出となっています。

　家族全員が大栃高校の卒業生。社

会に出てからも「大栃高校生なら採

用してもいいよ」という企業もある

と聞き、社会でのつながりを感じて

います。母校への思いを大切に、残

された小・中学校を見守っていきた

い。大栃高校ありがとう。

　式典では、卒業生代表２名が、

追想を語りました。

平

越えられなかった壁
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大
栃
高
校
は
、
高
知
県
教
育
委
員

会
の
『
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
』

に
お
い
て
、
統
合
検
討
校
と
な
り
、

平
成
18
年
９
月
に
、
山
田
高
校
へ
の

統
合
が
決
定
し
ま
し
た
。
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今
年
３
月
末
に
、
大
栃
高
校
が
50
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
３
月
６
日
、
閉
校
事
業
実
行
委
員
会
（
山
中
盛
世
会
長
）
主

催
に
よ
り
行
わ
れ
た
大
栃
高
校
閉
校
式
に
は
、
卒
業
生
や
関
係
者

ら
約
600
人
が
出
席
し
、
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
「
半
世
紀
を
語

る
会
」
で
は
、
出
席
者
同
士
が
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
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前校長　前校長　
西岡 猪一郎西岡 猪一郎さんさん
前校長　
西岡 猪一郎さん

H１２年度卒業生　２年度卒業生　
　内 咲乃　内 咲乃さんさん
H１２年度卒業生　
　内 咲乃さん

校旗返納校旗返納校旗返納

H元年度卒業生　H元年度卒業生　
萩野 慎人萩野 慎人さんさん
H元年度卒業生　
萩野 慎人さん

Ｈ２１年度卒業生　１年度卒業生　
生徒会長生徒会長山崎 和成山崎 和成さんさん
Ｈ２１年度卒業生　
生徒会長山崎 和成さん

校庭にて 校庭にて 校庭にて 

１期生（S３７年度卒業）
小松 正雄さん（左上）
山下 賀章さん（右上）
山下 博伸さん（左下）
小山 正憲さん（右下）

半世紀を語る会にて 半世紀を語る会にて 半世紀を語る会にて 

閉校記念碑閉校記念碑 （左から校歌・標石・沿革）（左から校歌・標石・沿革） 　 　閉校記念碑 （左から校歌・標石・沿革） 　

校長　校長　
吉村 洋二吉村 洋二さんさん
校長　
吉村 洋二さん

S４３年度卒業生３年度卒業生S４３年度卒業生S４０年度卒業生 ０年度卒業生 S４０年度卒業生 
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